
日本経済新聞 (朝刊 )

2009年 10月 12日 (月 )

あ
る
都
市
が
、
時
に
神
話

一■
つ
ぼ
う

的
と
も

い
え
る
相
貌
を
帯
び

る
の
は
な
ぜ
か
。
私
は
特

に
、

バ
リ
と
外
国
人
芸
術
家
た
ち

と
の
関
係
を
例
に
と

っ
て
、

こ

の
２０

年

来

研

究

し

て
き

た

，́
そ

の
間
パ
リ
と
は
言
わ

ず
、
妙

に
心
に
引

っ
か
か

っ

て
、
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い

東
京
大
学
准
教
授
　
今
橋
　
映
子

□ 1

映
像

の
数
々
が
あ
る
．。

「
幻

景
」
と
は
、
単
な
る

「
幻
想
」

で
は
な

い
、
そ
こ
に
あ
る
確

か
な

「
現
実
感
」
が
、
現
代

の
私
た
ち

の
心
の
奥

の
何
か

を
、
呼
び
覚
ま
し
て
く
る

の

で
あ
る
．

´
ヽ

第
１
回
は
、
パ
リ

の
パ

ン

●

ょ
＾
´

テ
オ
ン

（偉
人
廟
）
内
部
の

壁
画
を
紹
介
し
よ
う
。

２０
世

紀

の
大
修
復
も
終
わ

っ
て
、

現
在
公
開
中
で
あ
る
。

ピ

ュ
ヴ

ィ
＝
ド
Ｈ
シ
ャ
ヴ

ァ
ン
ヌ

（
１
８
２
４
～
１
８

９
８
）
は
、
明
治
大
正
期
日

本

の
多
く
の
画
家
、
文
学
者

を
慰
め
て
い
る
．
黒
田
清
輝

は

こ
の
画
家
に
直
接
、
自
分

の
作
品
の
講
評
を
求
め
た
。

パ
リ

の
守
護
聖
人

。
ジ

ュ

ヌ
ヴ

ィ
エ
ー
ヴ

の
逸
話
を
描

い
た
連
作

の
最
後
、
眠
れ
る

街
を
見
守
る
晩
年

の
聖
女
を

画
家
は
想
像
す
る
。

満
月
の
夜
、
聖
女
は
温
か

な

心

遣

い
で
街

を

見

ド

ろ

す
。
足
許

に
咲
く
ト
ル

コ
桔

様
”
献
認
な
画
面
と
、
興
燎

を
誘
う
香
気
―
―
し
か
し
バ

か

な
　
た

り
城
壁
の
彼
方
に
、
決
し
て

見
え
る
は
ず
の
な
い
海
の
存

カ

在
が
、
私
た
ち
の
眼
を
驚
か

す
。
そ
れ
が
全
く
自
然
な
構

図
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
点

こ
そ
が
、
こ
の
画
家

の
本
領

で
あ

っ
た
。

（１
８
９
８
年

）

た

ち

に

愛

さ

れ

た
。
高
村
光
太
郎

は

こ

の

壁

画

に

「広
大
無
辺
の
美
」

を
感
じ
、
島
崎
藤

村

は

そ

の

前

で

「
旅

の
淋
し
さ
」

|
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ヽ ●
ｉ
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ピ
エ
ー
ル
・ピ
ュ
ヴ
ィ
＝
ド
＝
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

を
見
守
る
聖
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
」
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き

つ
か
り

十
人
の
観
者
が
立

で
心
ゆ
く
ま
で
細
部
を
観
察

す
る
穏
や
か
な
時
間
ｆ

．
■
一

の
よ
う
に
私
を
打

っ
た
。
一
■
一

纂
♂
瑯謁
鋒

一
ン
ｉ
Ｘ

‐宮‐‐‐０
鸞
』
所
収
牌
画‐‐
一

一
月
の
堅
く
詰
ま
っ
た
輪
切
り
一

一
の
版
本
に
ず
鋭
利
な
刃
で
驚

廣
聡
一鋪
舗
晰

一
か
び
上
が
る
か
の
よ
う
な
濃

一密
な
宇
宙
ず
同
シ
リ
ト
ズ
に

一は
街
路
一に
船
が
浮
か
び
ず
航
・

行

す
る
よ
う
一な
映
像
・も
．あ

る
ず
フ
ラ
ン
ス
＝
世
紀
の
版

湖

隷

計

翼

一た
か
の
よ
う
だ

一̈一
し
か
し
メ

一リ
ヨ
ン
の
そ
こ
は
か
と
な
い

・市
だ
ろ
う
か
■
教
会
と
そ
の

前
の
広
場
を
空
か
・う
星
■
ろ

■
空
は
星
０
海
一だ
●
た
の
‐

だ
。
一
（１
９
８

‐１１１
年
（
一１８

ｏ

８
×
１３
●
５
考
Ｙ
■
・
●
・
・

□ 2

一一
一
■
一・●
塁
呆込
憬
顔
暉
．一・△，情
・一■
ｆ
●

そ
の版
画
展
の
会
場
は

，
一ち

，
誰
に
も
邪
魔
一‐‐さ‐れ
ず
長

不
‐思犠
一
‐‐雰一
気
に満
ち
て
一一
一
‐間立
ち
一尽
く

，し
て
い

覗
醒
籠
“一準
鞘
戴
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東
京
大
学
准
教
授
　
今
橋
　
映
子

私
は
若

い
人
た
ち
の
前
で
、

披
露
す
る
こ
と
が
あ
る
。

フ
リ
ー
ダ

・
カ
ー
ロ
、
レ

オ
ノ
ー
ラ
ｏキ
ャ
リ
ン
ト

ン
、

そ
し
て
、
本
日
紹
介
す
る
レ

メ
デ

ィ
オ
ス

・
バ
ロ

（
１
９

０
８
～
６３
）
ｏ
キ
ヤ
リ
ン
ト

ン
と
バ

ロ
は
、
メ
キ
シ
ョ
ヘ

の
亡
命
者
だ
が
、
彼
の
地
で

こ
そ
彼
女
た
ち
の
画
オ
は
花

開
い
た
。

バ
ロ
は
、
職
人
芸
と
も
言

う
べ
き
精
緻
な
描
写
力
で
、

夢
や
錬
金
術
、
占
星
術
な
ど

に
も
通
ず
る
内
奥

の
秘
密
を

描
く
。

〈
飛
行
〉
は
バ
ロ
の
好
ん

だ
テ
ー

マ
だ
。
彼
女
の
画
の

中
で
、
女
た
ち
は
ド
レ
ス
を

飛
行
物
体
に
変
容
さ
せ
る
。

そ
れ
に
し
て
も

「
行
動
す

る
銀
行
家
」
と
は
何
な
の
か
。

男
た
ち
は
タ
キ
シ
ー
ド
に
身

を
包
ん
だ
ま
ま
、
事
も
な
げ

に
、
し
か
も
不
気
味
に
ゆ

っ

く
り
と
飛
行
す
る
。
そ
の
銀

行
家
た
ち
の

一
人
が
、
こ
ち

ら
を
警
戒
す
る
よ
う
に
じ
ろ

り
と
院
む
と
き
、
な
ぜ
私
た

ち
の
方
が
、
後
ろ
め
た
い
気

分
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市

の
建
築
物
は
、
ど
ち

ら
が
内
側
で
外
側
な
の
か
も

不
明
な
ま
ま
、
手
前
の
女
が

隠
れ
き
る
こ
と
も
出
来
な
い

と
り
て

不
完
全
な
砦
罐
。

こ
う
し
て
観
る
者
に
降
り

積
も
る
問

い
の
数
々
に

一
切

の
答
え
は
、
実
は
画
の
中
に

も
外

に
も
、
無
い
。

（
１
９

６
２
年
、
油
彩
、
メ
ゾ
ナ
イ

ト
、

６‐

×
７０
考
）

□ 3

鋤
世
紀
の
、
主
に
フ
ラ
ン

ス
で
隆
盛
し
た
シ

ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
絵
画
。
し
か
し
そ
の

「
最
良
」
の
成
果
は
、
ど
こ

で
も
な
い
、
メ
キ
シ
ョ
に
生

き
た
女
性
画
家
た
ち
に
よ

っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
―
―
と
い

う
勝
手
な
が
ら
の
自
説
を
、

レメディオス・バ回

「行動する銀行家たちJ

「

ｌ

１

１

１

１

１１

１

１

１

１

１

１

１

■

１

１

１

１

ヨ

「

「
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□ 4

東
京
大
学
准
教
授
　
今
橋
　
映
子

２０
世
紀
と
い
う
先
の
世
紀

　

そ
し
て
写
真
家
と
い
う
職

の

〈
パ
リ‐
神
話
〉
を
形
成
し

業
の
地
位
が
低
か
っ
た
第
２

た
何
よ
り
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
　
次
大
戦
前

の
パ
リ
に
一お

い

写
真
と
映
画
だ

っ
た
と
い
う
一
て
ヽ
む
し
ろ
活
躍
し
た
の
は
、

て

良

い

（
拙

著

『
人
パ
．り
写
真
〉

の
世
紀
』
）
。

主
に
ナ
チ
ス
政
権
か
ら
亡
命

し
て
き
た

‐外
国
―

人
写
真
家
た
一

ち
だ
つ
．た
。一
彼
ら
は
異
邦
人
一

の
ま
な
ざ
し
で

，
パ
・サ
を
撮
‐‐一

る
一
観
光
名
所
で
は
な
く
↑
・

町
常
生
活‐
や‐都
市
周
縁
の
事

物
や
↓
下
層
の
人
々
１
■
愛

情
と
驚
異
の
胡
線
で

，
パ
リ

一の
魅
力
を
新
た
一に
引
き
出
し

，
ベ
ル
リ
ン

ｏ
ダ
ダ
の
主
要
メ

ン
バ
■
と
し
て
活
躍
し
、
実

験
的
映
像
の
方
が
よ
く
知
ら

れ
た
が
、
亡
命
後
の
こ
の
１

枚
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌

『
ヴ
オ
ー
グ
』
に
掲
載
さ
れ

た
会
心
作
で
あ
る
。

・　
エ
ツ
フ
エ
ル
塔
の
高
層
部

の
度
肝
を
抜
く
よ
う
な
撮
影

一た
の
だ
っ
た
ｆ
彼
ら
は

，
様

に
↑
斬
新
な
構
図
や
●
細
‥部
一

を
強
調
す
る
よ
う
な
い
わ
ゆ

る

「モ
ダ
ニ
ズ
ム
「
の
技
法

一
で
、
都
市
写
真
の
可
能
性
を

開
拓
し
た
”

ア
ト
ウ
ィ
ン
●
ブ
ル
ー
メ

ン
フ

ェ
ル
ド

（
１
８
９
７
～

１
９
６
９
）
も
ま
た
、

３６
年

パ
リ
に
亡
命
し
た
写
真
家
。

現
場
。
決

し
て
合

成

映

像

で

は

な

い
。

モ
デ
ル
は
さ
し
て
怖
が
る

風
も
な
く
、
む
し
ろ
全
身
に

自
由
な
風
を
受
け
て
、
ス
リ

ル
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に

さ
え
見
え
る
。

３９
年
５
月
撮

影
。
１
年
後
パ
リ
は
ナ
チ
ス

・
ド
イ
ツ
軍
に
よ

っ
て
占
領

さ
れ
↓
写
真
家
は
ア
メ
リ
カ

ヘ
再
亡
命
し
た
。

（
１
９
３
９
年
）



日本経済新聞 (朝刊 )
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一人
は
あ
る
写
真
と
不
意
打

な
写
真
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

ち
に
出
会
う
。
ヨ
ハ
ン

¨
フ

・に
生
ま
れ
い
戦
後
パ
リ
に
留

ァ
ン
・
デ
ル
・
コ
ィ
ケ
ン
（１

学
し
た
彼
は
、
生
涯
（
写
真

９
．３

８
，

２
０
０
１
〉
の
こ
・
と
映
画
の
双
方
を
手
放
さ
な

か

っ
た
。

１
９
５
６
年
、
ア
メ
リ
カ

出
身

の
ウ
ィ
リ
ア
ム

一
タ
ラ

イ

ン
の
傑
作
写
真
集
『

ニ

ュ

ー
ヨ
ー
ク
』
が
、

コ
イ
ヶ
ン

に
も
決
定
打
を
与
え
る
。
自

黒
の
制
護
の
き
つ
い
プ
リ
ン

ト
、
疎
外
者
の
眼
差
し
、
と

は
い
え
そ
の
都
市
特
有
の
リ

き
パ
リ
』
八
６３
年
）
は
そ
の

集
大
成
¨
５８
年
５
月
か
ら
Ю

月
に
至
る
第
五
共
和
政
成
立

期
の
記
録
が
そ
の
中
心
を
な

し
，

こ
一の
写
真
も
‐―‐、
ア
ル
ジ

エ
リ
ア
反
乱
で
ま
す
ま
す
鮮

明
に
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
値
民

地
主
義
に
対
す
る
デ
モ
の
群

衆
を
撮
つ
た
■
枚
で
あ
る

‐‐。

と
こ
ろ
が
ヽ
ど
う
だ
ろ
う
、

デ
モ
に
気
を
取
ら
れ
た
母
親

ズ
ム
を
内
面
化
し
、
ペ
ー
ジ

と
手
を

つ
な
い
だ
幼
子
の
顔

を
繰
る

ご
と
に
変
幻
す
る
自

は
、
自
く
透
き
通

っ
て
、
あ

在
な
デ
ザ
イ
ン
。
コ
イ
ケ
ン

た
か
も
宗
教
画
の
よ
う
に
神

は
グ
ラ
イ
ン
に
倣
い
、

「
孤

々
し
い
。
も
し
か
す
る
と
こ

独
が
、
影
の
苦
し
み
と
共
に

の
子
の
魂
は
す
で
に
天
に
召

か
た
ち
を
成
す
よ
う
な
、
街

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

中
の
場
所
を
選
ぶ
」
企
て
を
、　
―
「
そ
の
時
、
現
実
と
呼
ば

パ
リ
で
こ
そ
開
始
し
た
。
　
　
れ
る
生
が
死
に
反
転
す
る
。

代
表
的
写
真
集

『
死
す
べ
　
　
　
　
　
（１
９
６
３
年
）

――Ｉ
Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ
‐
――

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

Ｈ

＝

＝

＝

＝

Ｈ

＝

＝

＝

Ｈ

＝

＝

＝



日本経済新聞 (朝刊)

2009年 10月 22日 (本 )

□ 6

東
京
大
学
准
教
授
　
今
橋
　
映
子

こ
の
画
家
の
名
を

「
ハ
ダ

法
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
転
換

・
テ
ル
オ
」

（
１
８
８
７
～

し
、
自
ら
成
熟
し
て
い

っ
た
。

■

´

１
９
４
５
）
と
読
む
。
曰
く
、　

　
婦
虹
結
婚
後
、
奈
良
に
近

致
浪
と
デ
カ
ダ
ン
の
中
で
震
一
い
瓶
原
で
描
か
れ
た
風
景
画

婦
た
ち
に
取
材
し
、
情
念
と

や
、
晩
年
の
仏
教
画
な
ど
に

哀
感
を
誘
う
陰
鬱
な
画
を
描

忘
れ
難
い
作
品
が
多
い
。

い
た
異
端
画
家
―
―
し
か
し
　
　
「
煙
突
」
は
、
お
そ
ら
く

秦
テ
ル
ヲ
は
、
人
生
の
転
機

を
迎
え
る
度
に
、
画
風
や
描

京
都
郊
外
か
、
神
戸
あ
た
り

に
取
材
し
た

一
枚
。
秦
テ
ル

ヲ
の
青
年
期
、
明
治
４４
年

（
１

９
１
１
）
に
描
か
れ
た
い
わ

ゆ
る

「
日
本
画
」
で
あ
る
。

伝
統
的
な
花
鳥
風
月
や
美
人

画
で
は
な
く
、

「
現
代
」
都

市

の
労
働
や
貧
困
な
ど
を
徹

底
取
材
し
、
西
洋
画

の
画
法

を
取
り
込
み
な
が
ら
新
し
い

境
地
を
拓
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
―
―
実
は
そ
れ
が
、
明

治
か
ら
大
正
期
に
「
日
本
両

一

家
た
ち
が
、
積
極
的
に
考
え

た
テ
ー
マ
だ

っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
「
煙
突

一

の
画
面

の
鮮
や
か
な
レ
ン
ガ

色
と
空

の
水
色
に
、
私
た
ち

く
ぎ

の
目
は
釘
付
け
に
な
る
．，
煙

突
と
、
建
物
と
、
地
面

の
色

が
こ
れ
ほ
ど
似
通

っ
て
い
る

も
の
だ
ろ
う
か
。
電
信
柱
と

電
線

の

つ
な

が
り

具

合

な

ど
、
画
家
は
精
密
な
観
察
も

描
き
込
み

つ
つ
、
色
遣
い
は
、

か
く
も
大
胆
に
構
成
す
る
。

そ
こ
に
影
の
よ
う
に
通
り
す

ぎ
る
女
工
た
ち
。
社
会
告
発

で
な
く
、　
一
篇

の
自
昼
夢
の

よ
う
な
風
景
が
、
こ
こ
に
あ

る
。

（
１
１
０

・
５

ｘ
４２

・

２
考
、
絹
本
着
色
、
京
都
国

立
近
代
美
術
館
蔵
）

千 選



日本経済新聞 (朝刊 )

20091「 10月 23日  化釜)

一
パ
■
を
描
い
た
日
本
人
画
一
１
９

‥２
８
Ｙ
と
藤
田
嗣
治
だ

家
〓
〓
と
い
え
ば
ド
何
と
い

ろ
う
。
パ
リ
の
街
と
壁
に
魅

っ
て
も
人
気
な
の
は
い
今
で

せ
ら
れ
、
広
告
の
ポ
ス
タ
ー

も
佐
伯
祐
三
八
■
８
・９
・８
～
一
に
躍
る
文
字
を
描
き
、
そ
こ

に
客
死
し
た

「悲
劇
」
の
人
．　
立

つ
と
す
ぐ
に
気
づ

く̈

の

も
ち
ろ
ん
３０
歳
と
は
短
命

が
、
画
面
の

一
番
左
側
、
向

□
　
だ
ｆ
も
う
し
私
は
パ
リ
研
究

｝七
つ
に
回
り
込
む

‐道
と
通
肴

の
中
で
長
年
こ
の
画
家
に
付

人
の
姿
だ
。
一
　
・　
・　
・
一
・・

き
合

つ
て
き
て
ヽ
そ
れ
以
上

　

工
場
の
門
（
塀
ｒ
建
物
な

に
佐
個
祐
三

・と
い
う
一画
家

ど
を
あ
り
え
な
い
ほ
ど
傾
い

が
ず
思
い
も
か
け
ず

「
実
験

た
姿
に
分
解
し
、
そ
れ
ら
を

的
」
で
、
絶
え
ず
前
進
す
る

も
う

一
度
ジ
グ
ソ
■

一
パ
ズ

画
家
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
一

た
「
極
端
に
言
え
ば
、
１
点

構
成
す
る
、
と
い
う
キ
■
ビ

一

た
り
と
も

「
同
じ
絵
」
は
無

ス
ム
的
手
法
。
署
名
も
ま
た‐
一

い
の
で
あ
る
一　
　
　
　
　
　
壁
の
落
書
き
と
化
し
た
か
の
一

と
り
わ
け
、
最
晩
年
の
１

よ
う
だ
。
画
面
中
央
の
黒
一
一

‐点 ９
¨
凛
陣
一
Ⅷ

‥
場 作
｝
“
一
″

州
”
げ

イ可 一
華
礫
”
一
醜
”
摯
一

の
う
ち
の
１１‐――
枚
を
紹
介
し
よ

る
。

八
油
彩
、
カ
ン
バ
ス
（

う
。
複
製
で
は
わ
か
り
づ
ら

６０

ｘ
９‐
考
、
大
阪
市
立
近
代

い
が
、
実
際
こ
の
画
の
前
に

美
術
館
建
設
準
備
室
蔵
）
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東
京
大
学
准
教
授
　
今
橋
　
映
子

報
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
こ

の
題
名
だ
け
と
も
言
え
る
。

し
か
し
こ
の
画
面

の
都
市

の
ど
こ
が

「
完
全
」
な
の
だ

ろ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
も

中
央
ア
ジ

ア
と
も
見
え
る
外

観
か
ら
は
、
一
切
の

「文
明
」

の
匂
い
が
消
え
て
い
る
。

こ

こ
に
は
現
代
的
な
糖
貌
も
、

緑

の
影
も
ま

っ
た
く
な
い
。

薄
ば
ん
や
り
し
た
月
が
か
か

る
褐
色

の
都
市
は
、
重
装
備

の
要
塞

に
も
、
あ
る
い
は
ま

っ
た
く
逆

に
、
廃
墟
に
も
見

え
る
。

封
腹
で
連
続
模
様
を
堅
固

に
形
作
る
か
に
見
え
る
上
部

の
構
造
は
、
あ
ち
こ
ち
で
崩

れ

た

り

断

裁

さ

れ

た

り

し

て
、
構
築
物

の
体
を
成
し
て

い
な
い
。
菱
形
模
様
は
、
下

方
で
は
長
方
形
に
変
化
し
て

さ
ら
に
層
を
成
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
下
部

に
目
を
移
す

と
、
黒
い
画
面

に
浮
か
び
上

が

っ
て
い
る
の
は
何
と
化
石

に
も
似
た
痕
跡
で
は
な
い
か

―
―
そ
う
思

っ
て
全
体
を
見

渡
す
と
、
画
面
は
に
わ
か
に

一
体
性
を
失

っ
て
、
地
層
の

堆
積

の
切
り
口
の
よ
う
な
平

面
な
顔
を
私
た
ち
に
あ
ら
わ

す
。
化
石
模
様
は
、
絵
画
と

い
う

「
壁
」
に
描
か
れ
た
掻

き
絵
で
も
あ
る
。

「完
全
な
」
都
市
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
廃
墟

の
記
憶
、
消

え
去

っ
た
文
明

の
痕
跡

の
上

に
成
り
立

つ
夢

の
よ
う
な
装

置

な

の

で
は

な

い
だ

ろ

う

か
。

（１
９
８
４
年
、
油
彩
、

ヵ
ス

ス
、

５０

．
２

●
６‐

．

３
だ
、
テ
ー
ト

・
ギ

ャ
ラ
リ

ー
蔵
）

「
完
全
な
都
市
」
―
―
こ

う
題
さ
れ
た

マ
ッ
ク
ス

・
エ

ル
シ
ス
ト

（
１
８
９
１
～
１

９
７
６
）
の
油
彩
画
は
、
１

９
３
５
年
前
後
に
、
何
点
も

存
在
し
て
い
る
（）

一完
全
な
都
市
」
―
―
し

か
し
私
た
ち
が
知
り
得
る
情

◎ Tate.Londo戚 Ol19

□ 8マックス・エルンス ト「完全な都市」
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東
京
大
学
准
教
授

今
橋
　
映
子

プ
ラ
ッ
サ
イ

（
１
８
９
９

ガ
リ
ー
生
ま
れ
、
パ
リ
に
亡

～
１
９
８
４
）
。
本
名
を
ジ

ュ
　
命
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
取

ラ
・
ハ
ラ
ー
ス
と
い
い
、
ハ
ン

得
し
た
写
真
家
で
あ
る
。
異

邦
人
の
目
で
パ
リ
を
撮
り
、

ナ
チ
ス
占
領
下
も
危
険
を
冒

し
て
パ
リ
に
留
ま
る
。

そ
の
彼
が
、
１
９
３
０
年

以
降
、
何
と
３０
年
以
上
も
撮

り
続
け
た
の
が
、

「
パ
リ
の

落
書
き
」
だ

っ
た

（拙
著

『
ブ

ラ

ッ
サ
イ
』
）
。

ほ
と
ん
ど
執
念
と
も
言
え

る
情
熱
。
ブ
ラ

ッ
サ
イ
は
パ

リ
の
壁

に
、
名
も
無
き
人
々

の
声
や
、
夢
想
、
反
抗
、
無

意
識

の
欲
望
な
ど
を
見
た
。

こ
れ
は
、
プ
ラ

ッ
サ
イ
の

写
真

＋
プ
レ
ヴ

ェ
ー
ル
の
コ

ラ
ー
ジ

ュ
作
品

（無
題
）
．

そ
う
、
あ
の
シ
ャ
ン
ソ
ン

「
枯
葉
」
の
詩
人
ジ
ャ

ッ
ク

◆
プ
レ
ヴ

ェ
ー
ル
は
知
る
人

ぞ
知
る
、
前
衛
的
な
コ
ラ
ー

ジ

ュ
作
家
で
も
あ

っ
た
。
プ

レ
ヴ

ェ
ー
ル
は
親
友
ブ
ラ

ッ

サ
イ
の
落
書
き
写
真
に
啓
示

を
受
け
て
、
雑
誌
か
何
か
か

ら
拾

っ
て
き
た
別
の
イ
メ
ー

ジ
を
そ
の
上

に
精
妙
に
貼
り

込
む
。
黒
々
と
し
た
落
書
き

の
宇
宙
か
Ｌ
瞬
が
出
る
奇
妙

な
牧
神
や
悪
魔
た
ち
…
…

あ
る
時
、
私
は
こ
の
写
真

が
撮
ら
れ
た
場
所
を
突
き
止

め
て
茫
然
と
し
た
。
パ
リ
５

区
リ

ュ
テ
ス
闘
技
場
の
遺
跡

の
壁
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
な
る
と
、
彼
ら
は
古
代

ロ

ー
マ
闘
技
場
か
ら
甦

っ
て
き

た
化
身
た
ち
な
の
か
ハ｝

都

市

の
古

代

を

幻
視

す

る
、
詩
人
と
写
真
家

の
精
神

の
共
同
体

こ
そ
、
両
人
戦
聞

パ
リ
が
生
み
出
し
た
豊
か
な

遺

産

だ

っ
た

と
言

っ
て
良

い
。

（制
作
年
不
詳
、
器

ｘ

２９
考
）

ブラッサイ ■プレヴェール「無題J
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た
な
い
人
々
や
法
に
触
れ
る

育

っ
た
私
自
身
が
、
ド
ア
ノ

よ
う
な
職
業
な
ど
、
都
市
か

―
写
真
に
抱
く
既
視
感
、
そ

ら
排
除
さ
れ
る
要
素
が
雑
多

れ
こ
そ
が
現
代
世
界
の
同

一

に
入
り
交
じ
る
「危
険
地
帯
」

性
を
物
語
る
。
　
　
　
・

～
１
９
９
４
）
は
、
　

に
遊
ぶ
子
供
た
ち
は
、
い
っ

抱
き
つ
つ
（
し
か
し

方
を
振
り
返
る
子
―
・
悲
惨

そ
こ
で
こ
そ
生
き
る

な
現
実
を
未
来
の
夢
に
変
え

現
代
人
の
日
常
感
覚

る
の
は
、
い
つ
の
時
代
で
も

一を
、
撮
り
続
け
た
。
　

子
供
た
ら
の
想
像
力
な
の
で

東
京
郊
外
に
生
ま
れ

あ
る
一

六
１
９
４
０
年
）

一一
一一一一鵬輻蠅ぜ閻饉一　
型
識“一一一一性・一輌毅鵠斜盤惚

と
も
な

つ
て
い

っ
た
。

・　

　

　

）

イ́
ッ
　
と
、

彼
は
プ

治
安

の
た


